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はじめに 

 
町民のみなさまには、日頃から多賀町社会福祉協議会の各種事業の取

り組みにつきまして、格別のご支援・ご協力を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。 

さて、近年は少子高齢化や核家族化、各個人の価値観の多様化などに

より、地域を取り巻く環境は大きく変わってきています。このような変

化により地域に住む人々の関係性が希薄になり、「周りに相談できる人

がいない」「気軽にお話する相手がいない」などといった社会的な孤立を生み、昔ながらのご近所づ

きあいの関係がなくなりつつあります。 

多賀町におきましても例外ではなく、時代の流れとともに地域に住む人々の関係性の希薄化は否

めません。よく、「自助」「共助」「公助」と言われ、どれも欠かすことのできない大切な役割を担っ

ていますが、大災害が発生した場合、「公助」には限界があり、日頃の成熟した「自助」「共助」が

本人はもとより地域を救うことになります。 

この多賀町に住むみなさまが安心して暮らし、孤立することなく地域とつながりながら自分らし

い生活を送ることができるよう、「地域共生社会」の実現に向けて私たちは取り組んでいかなけれ

ばなりません。 

本協議会では、平成 28 年３月に策定いたしました「多賀町地域福祉活動計画」の基本理念「あ

なたが主役・おたがいさまの地域づくり」を受け継ぎ、このたび「第３期多賀町地域福祉活動計画」

を策定いたしました。本計画では、令和６年３月に策定された多賀町の「第３期多賀町地域福祉計

画」と地域福祉の理念を共有し、補完・補強しあいながら福祉のまちづくりを推進していくことを

定めています。 

この基本理念のもと、誰ひとり取り残されず多賀町に住む人々が笑顔で暮らしていけるよう、こ

の活動計画の実現をめざし、町民のみなさま、行政、福祉活動団体、関係機関等とともにこれから

も取り組んでまいります。 

最後に、本計画の策定にご尽力いただいた地域福祉活動計画策定委員会の方々、ワークショップ

にご参加いただいた多賀中学校３年生のみなさまをはじめ、町民および福祉関係者のみなさまには

心から感謝を申し上げるとともに、今後も地域福祉の推進にみなさまのより一層のご理解とご協力

を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

   令和８年３月 

                       社会福祉法人 多賀町社会福祉協議会 

                            会 長  多 賀 昌 宏  
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第１章 計画の策定にあたって 

１ 地域福祉とは 

「みんなで協力しあい、助けあえる地域となるために取り組み、仕組みをつくること」です 

 
地域福祉とは、本町で暮らすすべての人が絆を強め、支えあい、安心して生活することがで

きるように、地域住民をはじめとして、各福祉関連団体・機関や企業・商店、教育機関といっ

た多様な主体が協力しあい、助けあうことのできる地域社会を築いていこうとする取り組みや

仕組みづくりのことです。 

 
 

２ 地域福祉活動計画とは 

「社会福祉協議会や地域、住民などが、地域福祉を進めるための活動指針」です 

 
地域福祉活動計画（以下、「本計画」という）は、社会福祉協議会、地域・住民などが地域の

担い手として主体的に策定する民間の行動計画です。 

住民参加と住民主体で進める地域福祉をめざし、社会福祉協議会が中心となって、社会福祉

事業者、福祉団体、地域とそこに住む住民がそれぞれの役割を持って連携・協働しつつ取り組

むための活動指針となります。 

また、本計画は、地域福祉を一緒に推進するパートナーである行政が策定した地域福祉計画

と、互いに補完・補強しあい、密接に連携しながら、地域福祉を推進する両輪として福祉のま

ちづくりを推進するものです。 

 

【「地域福祉計画」と「地域福祉活動計画」の関係】 

 
 
 
 
 
 
  

協働 
地域でともに支えあい、 

安心した生活を送るための 

「行政計画」 

地域福祉活動計画 地域福祉計画 

地域が主体となって地域福祉

の充実に取り組むための 

「民間の活動計画」 

多賀町における地域福祉の理念の共有 

補完、補強（役割分担、相互連携） 

地
域
福
祉
の
推
進
へ 
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３ 計画の期間 

多賀町地域福祉活動計画は、第１期・第２期ともに５年間を計画期間として推進してきまし

たが、多賀町地域福祉計画との間で策定年度のずれが生じていました。 

このため本計画では、計画期間を令和８年度から令和 10 年度までの３年間とし、次期計画

については第４期多賀町地域福祉計画と同じ計画期間で策定することとします。 

大きな社会情勢の変化等により、地域福祉計画が改定された場合、計画期間中でも必要に応

じて見直しを行います。 

 令 和 

６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 11 年度 12 年度 

多賀町地域福祉計画 
       

多賀町地域福祉活動計画 
       

 

４ 計画の策定体制 

本計画は、社会福祉協議会をはじめ地域全体で取り組む計画であることから、住民の皆さん

の思いや考えを大切にしながら進めていく必要があります。そのため、多賀町の地域福祉を支

える様々な団体などが参画する「多賀町地域福祉活動計画策定委員会」を設置し、同委員会で

の協議を経て策定しています。 

また、本計画の策定に向けて、現在の地域福祉の主要な担い手である大人たちと、将来の地

域福祉推進の担い手となる子どもたち、両方のニーズを把握するためにワークショップを実施

し、意見をいただきながら策定しました。 
 

【計画策定体制】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

多賀町地域福祉活動計画策定委員会 

事 務 局 

社会福祉協議会 

計画検討 

住民のニーズ 

町民ワークショップ 

 
中学生ワークショップ 

福祉関係者ワークショップ 

住民意向の反映 現状整理 

評価・分析 

第２期計画評価 

 
統計データなどを分析 

課題などを共有 

第２期 

第３期 第４期 

第３期 第４期 
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５ 地域福祉推進に向けた重要なポイント 

地域福祉の推進にあたっては、地域の多様な主体が、それぞれの役割の中でお互いに力を合

わせる関係をつくって連携し、様々な課題を解決していくことが重要になります。 

また、国が進めるＳＤＧsやウェルビーイング※１1の考え方を踏まえつつ、町の地域特性を活

かした地域福祉の推進を図り、地域共生社会の実現をめざしていくことが大切です。 
 

【地域共生社会について】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【自助・共助・公助について】 

 
 
 
 
 
  

 
※１1ウェルビーイングとは、身体的・精神的・社会的に 

良好な状態にあることを示す言葉。心身ともに健や 

かで、他者との関係といった社会的な面も満たされ 

ている状態のこと。 

自助 

・健康に気をつけて過ごす 

・積極的に人とつながる 

・まずは自分で対応する 

自分で 

できることから 

はじめよう 

共助 

・近隣で助けあう 

・ボランティアに参加する 

互いに 

助けあいながら 

支えあいながら 

公助 

・行政や公的機関による支援

やサービスの提供 

個人や地域で 

解決できない部分は 

行政が支援 

「身体的」な健康 

「精神的」な心の充実 

「社会的」な繋がり 

Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ 

ウェル   ビーイング 

（良い）  （状態） 

〈地域共生社会とは〉 

制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、 

地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、 

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会 

誰もが役割を持てる地域共生社会 

多様性の 

尊重 

活躍の場

づくり 

安心感の 

ある暮らし 
 

気にかけあう 

関係性 

人と人とのつながりそのものがセーフティネット 
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第２章 計画の基本的な方向性 

１ 計画の理念 

地域福祉活動を地域ぐるみで進める際の理念は、第１期・第２期計画の理念を継承し、「あな

たが主役“おたがいさま”の地域づくり」とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本理念には、だれもが互いを思いやり、支えあうことのできる“おたがいさま”の地域づ

くりに向けて、その主役である住民の皆様とともに、社会福祉協議会も一緒になって取り組ん

でいきたい、という想いを込めています。 

 
【めざす地域づくりのイメージ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたが主役 

“おたがいさま”の地域づくり 

住民 

社協 

多賀町 

あなたが主役 

おたがいさまの地域づくり 
～ 地域で暮らすだれもが、支える側・支えられる側になれる地域へ ～ 
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２ 施策の体系 

基本目標 主な取り組み 事 業 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 関連する町の施策 
         

基本目標１ 

地域福祉の推進に

向けた多様な担い

手づくり 

⑴福祉の意識啓発と地域ぐるみの福祉教育の推進 
①児童生徒の福祉学習の推進【重点】 継続   

基本目標１ 

地域福祉の多様な担い手育成 
 
⑴支えあいの啓発・理解促進 

⑵多様な担い手・地域づくり 

②福祉活動に関する啓発 継続   

⑵地域を支える担い手の拡大、連携強化とリーダ

ーの育成 

①福祉会組織機能の支援 継続   

②福祉団体育成援助【重点】 新規   

③地域福祉推進リーダーの育成 継続   

④ボランティアの育成・活動支援【重点】 継続   

⑤多世代の福祉の担い手育成事業【重点】 新規   

         

基本目標２ 

地域での暮らしを

支える体制づくり 

⑴交流の場・居場所づくり 

①地域サロンの活動支援 継続   

基本目標２ 

絆を強めるための地域の仕組みづくり 
 
⑴地域のふれあいの機会・場づくり 

⑵地域の見守りネットワークづくり 

⑶地域が主体となる生活支援の推進 

②地域ふれあい支え合い事業 継続   

③ふれあい食堂の実施 継続   

④コミュニティカフェの開設【重点】 新規   

⑤「みんなの居場所」づくりの推進【重点】 新規   

⑵地域の暮らしを支えるネットワークづくり 

①安心の見守り支援【重点】 継続   

②行政との連携 継続   

③社会福祉法人による公益事業の推進【重点】 新規   

⑶地域課題に対応する生活支援の充実 ①地域住民とともに取り組む生活支援体制の充実【重点】 継続   

         

基本目標３ 

安心の地域づくり 

⑴地域ぐるみの防災活動の推進 
①災害時要支援者台帳の管理および災害発生時の支援体制強化【重点】 継続   

基本目標３ 

地域共生社会の実現に向けた福祉基盤

整備 
 
⑴福祉サービスの充実 

⑵安心・安全な生活環境づくり 

⑶自殺対策の推進 

⑷地域防犯活動の推進 

⑸権利擁護体制の構築 

⑹福祉支援基盤の構築 

②災害対応のボランティア体制の整備【重点】 継続   

⑵権利擁護の推進 

①地域福祉権利擁護 継続   

②生活困窮者自立支援 継続   

③認知症対策の推進 継続   

⑶相談支援 

①心配ごと相談 継続   

②相談支援体制の充実【重点】 継続   

③専門職による法律相談 継続   

④生活福祉資金にかかる相談支援 継続   

⑷情報提供 ①広報誌「ふくしたが」の発行および情報提供 継続   

⑸地域福祉推進に向けた社会福祉協議会の運営 

①安定的で持続的な社協の基盤づくり【重点】 継続   

②職員の人材育成【重点】 継続   

③地域福祉活動計画の進行管理 継続   
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第３章 活動計画（社会福祉協議会の具体的な取り組み） 

基本目標１ 地域福祉の推進に向けた多様な担い手づくり 

 
子どもへの福祉教育や、福祉活動に関する周知・啓発を進めます。 

学生や住民等の幅広い世代に対する福祉活動への参加促進に取り組むほか、福祉

団体やボランティア等の福祉活動への支援を進めます。また、地域福祉を推進する

リーダーや次世代の担い手育成等、多様な担い手づくりに取り組みます。 

 
【関連するワークショップでの意見・アイデア】 

灰色：課題／白色：解決策 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

集まるのは 
いつも同じ人 

担い手が少なく 
高齢化している 

ポイ捨てをしない 
ゴミを見つけたら拾うようにする 

お互いのことを助けあえる（気にしあえる） 
まちを目指し、声をかけあう 

近所でお互いに見守る 
ことを意識する 

日頃からのおつきあい 
を大切にする 

誘いあうこと 
一歩踏み出す出会いを大切に 

みんなで 
ゴミ拾い 

住民の意識の 
向上が必要 

ポイ捨てする 
人がいる 

ボランティアをしている 
団体のことをまずは知ろう 

各団体のつながりを 
密にする 

積極的に 
活動する・参加する 

福祉イベントを 
多賀町でする！ 

福祉の意識づけに繋がる 
ポスターを作成する 

近所づきあいが
希薄化している 

もっとボランティアを 
増やす必要がある 
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（１）福祉の意識啓発と地域ぐるみの福祉教育の推進 

①児童生徒の福祉学習の推進      【重点】 
町内の小・中学校が実施する福祉活動事業に対し、助成金を全校（３校）に対して支給し、福

祉学習を推進します。 

また、小学生５・６年生と中学生を対象にした車いすバスケットボールの体験型の福祉学習

や、小学生と高齢者が手紙で結ばれる「手紙プロジェクト」といった既存の事業については継続

して実施していくとともに、新たな取り組みや事業についても検討し、コンテンツを増やして実

施できるよう調整を進めつつ、子どもたちの福祉への関心を醸成します。 

次代を担う子どもたちに学習の機会を設け、将来への期待や、子どもたちが地域で活動・活躍

できる内容などを検討し、学校と連携をとり事業を進めます。 

 

②福祉活動に関する啓発 
様々な情報媒体や機会を活用し、地域福祉に関する啓発や、住民福祉活動の取り組みについて

情報発信を行い、町全体における地域福祉の機運を高めます。情報媒体については、年６回（隔

月）の発行を実施している広報誌「ふくしたが」や、ホームページだけでなく、ＳＮＳといった

新たな媒体の活用を検討していきます。 

 
 
 
 

（２）地域を支える担い手の拡大、連携強化とリーダーの育成 

①福祉会組織機能の支援 
組織の充実と強化を図るため定例の福祉会代表者会議を開催して各地域の課題に対し、解決

に向けて取り組みます。 

また、福祉会が活発な活動ができるよう、資料提供や年４回開催の福祉会代表者連絡会議をは

じめ、研修等を行って福祉会運営を支援します。 

 

②福祉団体育成援助     【重点】【新規】 
身体障害者更生会・手をつなぐ育成会の２団体に対し、団体の抱える課題解決に向けた話しあ

いや勉強会の実施、活動に関する周知等を行い、援助します。 

身体障害者更生会に対しては、災害時の要配慮者として平時からの見守り支援も含め、つなが

りづくりに努めます。また、今後の運営に課題を抱えるその他福祉団体に対する支援について

も、必要に応じて検討を進めます。 
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③地域福祉推進リーダーの育成 
年１回の福祉推進員研修に各団体から参加を呼びかけ、それぞれ所属する団体の任期に関係

なく、継続的に地域で活躍できる人材確保や育成に取り組みます。 

 

④ボランティアの育成・活動支援     【重点】 
災害ボランティア講座・困りごと支援サービスに関する講座・ボランティア交流会（各年１回

開催）などの事業・目的別に必要とされるボランティアの養成講座を開催し、学びを生かせる活

動の場の提供までを一連の支援として進め、ボランティアの定着につなげます。 

また、幅広い年代が関心を持てる、研修や交流会を、ホームページや広報で周知し開催しま

す。 

 

⑤多世代の福祉の担い手育成事業   【重点】【新規】 
子どもや若者が地域で活動・活躍できるように、子ども・大学生を対象とした次世代の担い手

育成を進めます。また、地域のはつらつシニア世代等が、知識や経験を活かし、生きがいづくり

にもつながるよう、生活支援の担い手育成に取り組みます。 

「ふれあい食堂（年３回開催）」など既存の事業への参加促進を図るとともに、ボランティア

養成講座や防災学習（災害ボランティア講座）、体験型福祉学習等を実施し、いろいろな世代の

方が福祉に関心を持ってもらうための機会づくりに取り組みます。 
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福祉の情報発信コーナー 多賀町社協活動レポート 

車いすバスケット 

手紙プロジェクト 

災害ボランティア講座 

多賀・大滝小学校５・６年生、多賀中学校 
３年生を対象に体験型の学習を行いました。 

多賀・大滝小学校全校生徒から書いてもらったお手紙を、民生委員さんを通じて
高齢者世帯のみなさまに 
お渡ししました。 

 

＊避難所体験ゲームを通じてボラ
ンティアについて考える 

＊災害ボランティアに行く時の注
意点などを学ぶ 

 

 
＊災害ボランティア
センターの運営を
体験 

 ＊炊き出し
合同訓練 
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基本目標２ 地域での暮らしを支える体制づくり 

 
地域におけるふれあいの場・機会づくり、居場所づくりに取り組み、誰もが地域の中で

安心して暮らせる体制づくりを進めます。 

また、安心見守り支援事業などにより地域に出向き、様々な問題や課題を拾い上げ、地

域のみなさまと共に解決する仕組みづくりに取り組みます。 

 
【関連するワークショップでの意見・アイデア】 

灰色：課題／白色：解決策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

交通が不便・移動や買い物、通院が大変 
自家用車に頼らざるを得ない交通環境 

地域づきあい 
交流不足 

コロナ以降交流が 
少なくなった 

除雪が大変 
（特に高齢者世帯） 

遊ぶ所が少ない 
若者が集える場所がない 

運転できなくなる前から 
あいのりタクシーを使ってみる 

みんなで 
子育てする 

地域を廻るスクールバスを活用して
移動販売も実施する 

雪かきの方法を知らない人のために
雪かきを教える「雪かき道場」 

体操教室を 
地域で開く 

独自の連絡網、支援を必要と
している人とマッチング 

どこに雪かきが必要と
しているか集約 

安否確認 
が必要 

地域での交流の場や行事を作る 
集う場所のお手伝いをする 

隣近所のことを 
把握できていない 

「手紙でつながろうプロジェクト」に 
園児や中学生も参加する 
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（１）交流の場・居場所づくり 

①地域サロンの活動支援 
交流の場としても重要な福祉会が運営するサロンについては、現在町内 23字にて実施されて

いますが、今後も継続的に実施していけるよう、運営への支援の実施や後継者確保に向けた取り

組み検討を行います。また、必要に応じて社協職員がサロンに出向き、出前講座等を行います。 

 

②地域ふれあい支え合い事業 

地域の自発的な見守り・支え合い活動を通じて、孤立しがちな世帯の生活課題の把握に努め、

その課題を解決する仕組みづくりを行います。また、閉じこもり防止・介護予防のため週１回の

地域サロンを開きます。 

現在町内３字にて事業実施されており、今後継続・拡大に取り組んでいきます。 

 

③ふれあい食堂の実施 
参加者やボランティア等あわせて、各回 40 名以上の方々に関わっていただいている、障がい

のある方やその家族を対象とした「ふれあい食堂（年３回開催）」の開催を継続し、今後も交流

や親睦を図ります。また、その交流の中で日々の悩みごとや相談ごとがあればお聞きし、行政や

関係機関と連携しながら、課題の解決に向けて取り組みます。 

 

④コミュニティカフェの開設    【重点】【新規】 
誰もが孤立せず、心がホッとできる居場所を持てるよう、年齢を問わず誰もが集えるコミュニ

ティカフェの開設に取り組みます。月１～２回開催し、ニーズや参加状況に応じて拡大等をして

いきます。 

地域に出向き、防災カフェ・ママ世代カフェ・モノづくりカフェなどを開設し、いろいろな方

や世代が交流できる居場所づくりを行います。 

 

⑤「みんなの居場所」づくりの推進  【重点】【新規】 
町内・町外を問わず、共通の目的・活動内容の団体等と、地域の多様な課題に対して連携しな

がら取り組めるように、定期的な意見交換・情報共有の場づくりに取り組みます。 

また、情報交換等で出てきた課題や目的に応じた「みんなの居場所」づくりを、福祉活動団体

等と連携して進めます。 
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（２）地域の暮らしを支えるネットワークづくり 

①安心の見守り支援       【重点】 
高齢者や障がい者世帯に限定せず、ダブルケアラー、ヤングケアラー、引きこもりや生活困窮

も含め、様々な環境にある世帯へ定期的に訪問し、生活上の困りごと、悩みごと、健康上の相談

に速やかに対応できるよう、地域での暮らしを見守ります。 

また、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように、集落の多様な関

係機関、行政と連携し、地域での実情に応じた見守り体制づくりを進めます。 

 

②行政との連携 
行政との連携を強化し、事業・施策の推進を着実に進めます。 

業務の推進に向け、福祉保健課をはじめ庁内各課や関係機関との連携、情報交換・共有をし、

必要なサービス、支援の内容を話しあい、住民の暮らしの安心を守ります。 

 

③社会福祉法人による公益事業の推進  【重点】【新規】 
社会福祉法人の責務である「公益事業」の推進に向けて、多賀町をよくする仕組みづくりに取

り組みます。 

町内の障害者施設・身障更生会・手をつなぐ育成会と連携した「障害のある人達と共に住むま

ちづくり」事業の推進や、高齢者施設と連携した「介護職の担い手応援」に向けて取り組みを進

めます。 

 
 
 
 

（３）地域課題に対応する生活支援の充実 

①地域住民とともに取り組む生活支援体制の充実  【重点】 
福祉会やサロン等の集まりの場や、出張カフェにより地域に出向き、地域課題に関する情報収

集に努めるとともに、その課題等を解決する仕組みづくりに、行政と連携して取り組みます。特

に求める声が高かった「外出・移動支援」については、引き続きより良い支援・サービスを検討

していきます。 

また、課題解決の仕組みの一つである「困りごと支援サービス」（高齢者、障がいのある人や

ひとり親世帯等の生活上のちょっとした困りごとに対して、地域のボランティアの協力を得て

支援をしていく仕組みのこと）を再編し周知を図り、利用促進に努めます。 
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福祉の情報発信コーナー 多賀町社協活動レポート 

地域サロンの様子 

ふれあい食堂 

コミュニティカフェの開催 ・ みんなの居場所づくり 

町内では、23 字でサロン活動をされています。
体操や脳トレ、子どもたちとの交流などを行い、
楽しい時間を過ごしておられます。 
 
 

 

「ホッと」してもらえる時間・居場所づくりをしています。 
 
 

 

色々な方が様々に交流する機会・場所づくりとその参加を促進します。 
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基本目標３ 安心の地域づくり 

 
防災や権利擁護といった支援体制の強化を図り、だれもが安心して暮らせる地域づくり

に取り組みます。 

支援を必要とする人に届く多様な情報提供や相談体制づくりを進めるほか、地域福祉推

進の中核組織である社会福祉協議会の経営基盤強化に取り組みます。 

 
【関連するワークショップでの意見・アイデア】 

灰色：課題／白色：解決策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

歩道がない・狭い、バリア
フリーが行き届いていない 

街灯が少ない 
夜道・帰り道が暗い 

周りに空き家が 
増えてきた 

気軽に相談できる場が 
あっても知らない人がいる 

道路で危ない場所は 
報告・共有する 

町の魅力をもっと知って 
もらう、ＳＮＳ発信 

住民の交流を増やし 
住民の意見を吸い上げる 

相談するときの 
個人情報が難しい 

災害が起きたときの 
対策が必要 

社協の活動・事業を 
もっとＰＲする 

相談窓口 
の敷居が高い 

どんな備蓄品をおいておくか 
考えておくことが必要 

物価が高い 
金銭負担が大きい 

ひとり暮らしでも安心し
て暮らせる多賀町に 

相談窓口についてポスター 
などを作って周知する 

支援に関する 
手続きが難しい 

生活必需品の配布 
などの支援をする 

支援を必要としている人に 
合った支援を行う 
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（１）地域ぐるみの防災活動の推進 

①災害時要支援者台帳の管理および災害発生時の支援体制強化【重点】 
災害発生時に支援を必要とする人の把握、平時からの安否確認・関係性の構築により、緊急時に速

やかに避難ができる体制づくりと災害時要支援者台帳の更新管理、関係機関との情報共有に努めると

ともに、行政が作成する個別避難計画へ参画し、災害への備えの意識向上に向けて取り組みます。 

②災害対応のボランティア体制の整備     【重点】 
大規模な災害発生時には、「多賀町地域防災計画」に基づき、総合福祉保健センターに災害ボランテ

ィアセンターを設置します。ボランティアの受け入れ、被災地支援活動に必要な備蓄物品、継続した

設置運営訓練の実施、災害ボランティアセンター設置マニュアルの作成・見直しなど、行政防災担当、

福祉保健課と体制整備に取り組み、有事に備えます。 

また、誰一人の命も亡くさないよう、住民の防災意識を高めることを目的として行政と連携し、全

世代に向けた防災学習と有事の際の支援ボランティア確保のための養成講座を年１回開催します。 

 

（２）権利擁護の推進 

①地域福祉権利擁護 
高齢者、知的障がい者、精神障がい者などの判断能力が十分でない方を対象に、福祉サービスを安

心して利用するための利用手続きや日常生活で必要な事務手続き、金銭管理などをサポートします。 

また、利用者が地域で安心して生活できるよう関係機関と連携しながら、適切な支援に努めるとと

もに成年後見制度への移行など、契約時に先を見据えた支援を検討します。 

②生活困窮者自立支援 
仕事や生活などで様々な困難を抱え、生活に困窮している方を対象に相談にて悩みを受け止め、安

心できる生活に向けた仕事や住まい、家計相談、生活習慣の改善など、関係機関と連携を図りながら

様々な面での支援を行います。 

また、地域住民とともに見守りの地域づくりを進めることにより、課題を抱える方の早期発見に繋

げるほか、気軽に安心して通える居場所の確保や地域資源を活用した連携の仕組みづくりにも取り組

みます。 

③認知症対策の推進 
地域住民に認知症を正しく理解してもらうため、町が取り組んでいる各種講座や勉強会等の活動を

支援し、認知症対策を行政とともに推進していきます。 

 

（３）相談支援 

①心配ごと相談 
毎月１回、相談員３人体制による心配ごと相談所を開設し、行政や関係機関と連携しながら適切な

対応に努めます。 
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②相談支援体制の充実        【重点】 
総合的な相談窓口として、相談内容に応じて関係課、専門機関へつなぎ、切れ目のない支援体制を

つくります。 

特に民生委員・児童委員からの相談は、多岐にわたるため福祉保健課と密に連携し対応します。 

③専門職による法律相談 
町内在住の方に対し、定期的に弁護士による毎月１回の無料法律相談日を開設し、相談者が抱える

法律問題に対し、適切な法的助言を行う専門的な相談体制をつくります。 

④生活福祉資金にかかる相談支援 
緊急小口資金等の特例貸付を受け、返済開始期間が始まり、返済免除の承認を受けた方や返済が困

難な方など、特に支援が必要とされる方へフォローアップ支援が求められています。 

利用者世帯が抱える様々な生活課題の解決に向け、県社協とともに相談支援などを行っていきま

す。 

 

（４）情報提供 

①広報誌「ふくしたが」の発行および情報提供 
地域福祉に関する理解を深め、地域での暮らしを守る意識を高めてもらえるよう、さらなる情報提

供の強化に取り組みます。 

幅広い年代層の住民に対する地域福祉の情報発信・情報共有のため、「ふくしたが（隔月発行）」、社

会福祉協議会のホームページの他、アウトリーチや多様な関係者が一堂に会する機会の有効活用を図

りつつ、ＳＮＳ等の新たな情報媒体の活用も検討します。 

 

（５）地域福祉推進に向けた社会福祉協議会の運営 

①安定的で持続的な社協の基盤づくり     【重点】 
多賀町の地域福祉や地域活動を推進し支援していく福祉団体として、今後も安心して活動を続けら

れるよう、安定した運営体制づくりと、持続可能な経営基盤づくりを進めます。 

②職員の人材育成        【重点】 
各社協事業を積極的に推進していくために、年２回程度の各種研修会への参加や独自研修会を開催

し、また地域での様々な活動への参画を促進し、職員の資質の向上を図ります。 

また、コンプライアンスを徹底し、プライバシーと個人情報保護を遵守します。 

③地域福祉活動計画の進行管理 
この活動計画の進行管理は、社会福祉協議会理事会で行います。 

この結果をもとに、計画の管理と評価また必要に応じた見直しを行い、評議員会に報告するととも

に次年度以降の事業推進に反映します。 
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みなさんの暮らしの中の心配ごと、悩みご
となど何でもご相談を受け付けています。 

※予約はいりません 
 
時  間：午前９時～午前１１時まで 

場  所：多賀町総合福祉保健センター 

     ふれあいの郷 ボランティア室 

 相談日：毎月１６日（８月は６日） 
     →当日が土日祝の場合は翌日の平日 

福祉の情報発信コーナー 多賀町社協活動レポート 

災害ボランティアセンター設置訓練 

心配ごと相談所 無料法律相談 

生活困窮者自立支援制度 地域福祉権利擁護事業 

多賀町と連携して、災害発生時におけるボラン
ティア活動を支援するため、社協が主体となり
設置します。 
 
 

※要予約（電話にて） 

※１日３組限定（先着順） 

 

日常生活における悩みの中で、法律的な知識
が必要な問題に対して、弁護士が相談をお受
けします。 
 
 時 間：午後１時３０分～ 

 場 所：多賀町総合福祉保健センター 

    ふれあいの郷 ボランティア室 

 相談日：毎月最終火曜日 

 

住み慣れた地域で安心して暮らせるように、
福祉サービスの利用援助や、 
日常的な金銭管理の 
お手伝いをします。 

 

〇お金の管理に困っている 

〇通帳やハンコ、財布を置き忘れる 

〇支払いをすぐに忘れてしまうなど、生活費

がうまく使えない 

〇福祉サービスなど申請手続きや契約の方法

が難しい 

このようなことでお
困りの方の相談・支援
をします。 

 

収入が不安定で家賃や

税金の支払いが難しく

なり、滞納している 

 

長く働いた経験が

なく、仕事に出るこ

とに不安を感じて

いる 

お金のやりくりが

うまくいかず、家計

が困っている 
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資料編 

１．策定体制 

（１）多賀町地域福祉活動計画策定委員会設置規程 

(設 置) 

第１条 この規程は、多賀町社会福祉協議会会長（以下「会長」という。）の諮問に基づき、地域福祉に

関する調査および研究ならびに多賀町地域福祉活動計画（以下「活動計画」という。）を策定することを

目的に、地域福祉活動計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置し、その組織および運営に関す

る必要な事項を定める。 

 

(組 織) 

第２条 委員会は、委員１６人以内で組織し、次の各号に掲げる団体等をもって構成するものとする。 

(1) 地域代表者 

(2) 社会福祉団体 

(3) ボランティア団体 

(4) 社会福祉事業者 

(5) 知識経験者 

２ 委員会の委員は、会長が委嘱し、任期は活動計画の策定業務が完結したときまでとする。 

 

(委員長および副委員長) 

第３条 委員会に委員長および副委員長（１人）を置き、委員の互選により選出する。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときまたは欠けたときは、その職務を代理する。 

 

(会 議) 

第４条 委員会の会議は、委員長が必要に応じて招集する。 

２ 委員会の会議は、委員長が座長となる。 

３  委員会は、必要に応じて委員以外の者に委員会への出席を求め、意見等を聴く 

ことができる。この場合において、出席要求は会長を通じて行うものとする。 

４ 委員会は、公開を原則とする。 

５ 委員会は、活動計画案を作成し、会長に答申しなければならない。 

 

(事務局) 

第５条 委員会の事務局は、多賀町社会福祉協議会に置く。 

２ 事務局は、会議の内容を記録し、この活動計画の期間中保存しなければならない。 
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(委 任) 

第６条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会長または委員長が委員会

に諮って定めるものとする。 

 

付 則 

１ この規程は、平成２６年１０月１日から施行する。 

２ この規程の施行日において最初に開催される委員会の会議は、第４条第１項の規定に関わらず会長

が招集する。 
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（２）多賀町地域福祉活動計画策定委員会委員名簿 

氏  名 所属団体等 

田中  一則 区長 

松宮 千津子 青少年育成町民会議 

上田  克也 多賀町商工会 

中溝  久子 福祉推進員連絡会 

多賀  節子 民生委員・児童委員協議会 

見津  京子 赤十字奉仕団 

大西  孝雄 身体障害者更生会 

河並  慎介 社会福祉法人達真会 

柏瀬  善彦 社会福祉法人湖東会 

加藤  カヨ 社会福祉法人杉の子会 

小財 久仁夫 公益社団法人多賀町シルバー人材センター 

川崎  敦子 （NPO）「芹川の河童」 

藤田  健介 滋賀県社会福祉協議会地域福祉課長 

林  優 子 行政（福祉保健課長） 

※委員の任期は令和８年３月 31 日まで 

 

（３）策定経過 

年度 月／日 内  容 

令和 

６年度 

10/29 

11/８ 

中学生ワークショップ（第１回・第２回） 

参加者：68 人（多賀中学校３年生） 

１/18 
町民ワークショップ 

参加者：11 人 ※社会福祉協議会職員も参加 

２/20 
福祉関係者ワークショップ（福祉会代表者会議メンバー等） 

参加者：22 人 ※社会福祉協議会職員も参加 

令和 

７年度 

11/17 

＜第１回 第３期地域福祉活動計画策定委員会＞ 

◇ワークショップ実施報告について 

◇第２期多賀町地域福祉活動計画評価について 

◇第３期地域福祉活動計画（骨子案）について 

１/15 
＜第２回 第３期地域福祉活動計画策定委員会＞ 

◇第３期多賀町地域福祉活動計画（素案）について 

２月上旬
（書面開催） 

＜第３回 第３期地域福祉活動計画策定委員会＞ 

◇第３期多賀町地域福祉活動計画（最終案）について 
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２．第３期計画策定に向けた各種調査・分析 

（１）統計データ分析 

①人口の状況 

多賀町の人口を国勢調査でみると、減少傾向で推移しており、平成 12 年では 8,463 人であ

ったのが、令和２年では 7,274 人となっています。 

年齢区分別でみると、65 歳以上（老年人口）は一貫して増加傾向、15～64 歳（生産年齢人

口）は一貫して減少傾向となっています。また、０～14 歳（年少人口）は、平成 27 年まで減

少傾向となっており、老年人口の増加と合わせ少子高齢化の進行がみられていましたが、令和

２年では増加に転じています。 

多賀町の人口を住民基本台帳でみると、こちらも減少傾向で推移しています。 
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7,621人 7,579人 7,527人 7,466人 7,418人 7,346人

0

20

40

60

80

100

120

令和２年

（2020）

令和３年

（2021）

令和４年

（2022）

令和５年

（2023）

令和６年

（2024）

令和７年
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②世帯の概況 

多賀町の世帯についてみると、世帯数は増減を繰り返して推移しており、令和２年では 2,502

世帯となっています。 

世帯類型別でみると、核家族世帯（夫婦のみ・夫婦と子ども・ひとり親と子ども）やひとり

暮らし世帯の割合が増加しており、３世代世帯等の核家族以外の世帯が減少しており、家庭内

での支えあいが難しくなってきている状況がみられます。 

しかし、県や全国と比較すると、65歳以上の世帯員がいる世帯・６歳未満の世帯員がいる世

帯ともに、３世代世帯等の核家族以外の世帯の割合は高くなっています。また、ひとり親と子

どもの世帯も割合としては低くなっています。 
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（２）住民ワークショップの概要 

①ワークショップの目的 

次期「多賀町地域福祉活動計画」を策定するにあたって、中学生、町民、福祉関係者の皆様の

意見やアイデア等を伺い、計画策定の際の参考資料とさせていただくため、ワークショップを開

催しました。 

今回のワークショップは、計画策定のために活用することはもちろんのこと、今後の多賀町に

ついて考えていただく機会とともに、今後のまちづくりへの参画や福祉の意識醸成に繋げていく

こと、また、多賀町で活躍する方同士の繋がりのきっかけとしていただくことも目的のひとつと

しました。 

 

②ワークショップ実施の概要 

【実施日時・テーマ】 

開催日 開催テーマ 

令和６年  10月 29日（水） 

11月８日（金） 

中学生ワークショップ 

「福祉について考えよう」 

令和７年  １月 18日（土） 
町民ワークショップ 

「みんなが笑顔になる地域づくり」 

令和７年  ２月 20日（木） 
福祉関係者ワークショップ 

「今出来ること・これから出来ること」 

 

【参加メンバー】 

参加者は、多賀中学校 68 人、町民の方 11 人、福祉関係者 22 人の方にご協力、ご参加いただ

きました。 
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【テーマごとの概要】 

中学生 

ワークショップ 

「福祉について考えよう」 

１日目は、福祉について学び、自分にとっての幸せや福祉のイメージをふく

らませていただきました。そして、町の困りごとについて考えていただきま

した。 

２日目は、自分たちで考えた困りごとに対して、解決策を「自分で」「みん

なで協力して」「社協と協力して」の３つの視点で考えていただきました。 

町民 

ワークショップ 

「みんなが笑顔になる地域づくり」 

町の困りごと、地域で抱えている課題を考えていただきました。また、「自

分たちでできること・意識すること」「社協と一緒にできること・社協の取

り組みに＋αすること」「町にある資源（施設やイベント、人）を活かす方

法」の３つの視点で、困りごとや課題の解決策を考えていただきました。 

福祉関係者 

ワークショップ 

「今出来ること・これから出来ること」 

中学生や町民ワークショップの結果や普段の福祉活動等を踏まえて、町の

課題を考えていただきました。 

その課題の中から、優先すべき課題を抽出していただき、「今出来ること」

「これから出来ること、出来たらいいな」「社協と一緒に出来ること」の３

つの視点で取り組みを検討していただきました。 
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①中学生ワークショップ 

 
【ワークショップの内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１１月８日（金）

【５時間目】

自分たちに出来る
ことを考えよう

【６時間目】

みんなで考えた
ことを発表しよう

１０月２９日（火）

【５時間目】

福祉について学ぼう

【６時間目】

色んな人が抱える
困りごとを考えよう

困りごとを考え、それぞれについて 

自分たちにできることを考える 

地域には様々な人がいる

→様々な人の幸せを実現する
→幸せの実現の妨げを取り除く福祉

地域福祉とは

地域：みんなが過ごす身近な場所で
地域：暮らし慣れた場所で

福祉：幸せを実現していくこと

多賀町

自分の幸せと福祉のイメージについて 

マインドマップを使って考える 

・自分や自分のまわり（家族など）が
困っていることは何だろう

・地域で暮らす様々な人が困っている
こと・困っているかもしれないこと
は何だろう

１ 中心にテーマを書く

２ 中心から出る枝は５本以下

３ 書き出す言葉は短めに

４ 色分けしてイメージしやすく

５ 自由な発想で作る

考えるときの視点

自分が
やる

みんなで
やる

大人と
一緒なら

社協とできること 

（社協の取り組みを踏まえて） 
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２班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと

身長がほしい

将来への
不安

やせすぎ
ている

将来への
不安

太れない

勉強のモチベ

受験の不安

身長へ
の不安

スーパーがない

町のこどもの数が
少ない

交通網が
悪い

物価が高い町の街灯をふやし
ましょう

めんきょをとりに
行くばしょがない

子どもたちの遊べる
スペースが少ない

発展していない
（多賀町）

教員をふやしましょう

JRを通して

ランチのおかず
が少ない

店がなさすぎ

支援がまだまだ

おかしが高い
（値段）

ガチャコン
高い

学校の位置が
悪い

JRがほしい高校がありません

遊ぶ場所がない

窓口をつくって
ほしい

ポイ捨て多い

勉強に対してのモチ
ベーションが出ない

恋愛への
不安

身長がな
い低い

少子高齢化がす
すんでる

遊ぶ場所がない

学校まで遠い

学校の位置が悪い

１班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと
店が少なすぎる 将来への不安

お店が少ないサルが多い

街灯が少ない

エアコンを体育館に
つけてほしい

歩道がない道が
ある

自販機を
増やして

木をばっさり
してほしい

信号がない
道がある

バスが通る
道が少ない

もっと都会にして
ほしい 道が整備され

ていない

高速の入り口近
くにない

人少ない道ボコボコ

お金のつかいどころを
かんがえてほしい

信号が少ないじはんきがない

横断歩道に音がつ
いていない

がいとうが
少ない

交通しゅだん
が少ない

見通し悪い

シカが怖い

店が少なく買い
物ができない

駅からとお
すぎる

遠すぎる

帰り道が暗い土地を有効に使う

木が多い

道悪い

雪どけ水が通る
道が少ない

お金のつかいどころを
かんがえてほしい

坂が多い 道せまい

バリアフリーをふ
やしてほしい

信号で音がなら
ない

電車が欲しい じはんき少ない 点字少ない

困りごとについて（1 日目） 



27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと

彦根のバイクう
るさい

自販機を
増やして

レンタルキック
ボード作って

車なかった
らこまる

多賀大社
いらない

電車が通っ
ていない

JRつくって店少ない

若い人
少ない

ゾウばっかにお
金つかいすぎ

狭い道
が多い

街灯つけて

高校行き
にくい

コンビニの商品全
部無料にして

災害多い

多賀中の一番上まで毎
日車で送ってほしい

魅力が少ない

山を別の利用
のしかた

整備が不十分
な場所が多い

スーパーまで
の距離遠い

電車賃が高い 街灯が少ない

何で山の上に学校
があるの

アケボノゾウ
こすりすぎ

遊ぶ所が
ない

山多い（多
すぎ）

ゲーセン作っ
てほしい

田んぼ多い 虫・草が多い 学門坂やばい

小さい子の自転
車スピード速い

信号がない
とこある

多賀中登るの大変
すぎ

サルがうるさい人（友人・知人）に
会えてない 元気出ん

３班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと
夜にバイク
うるさい

動物が
多い

あそぶ場所が
少ない

虫が多い虫の声が
うるさい

あそぶところが
少ない

雪のときの
学校の階段

階段が長い
（学校）

学校のかいだん
しんどい

病院がない

道路のせつびがと
とのっていない

危ない所が多い

がいとうが
少ない

がいとうが少な
い（暗い）

バスが来る時間がすく
ない（１時間に１本）

駅が遠い

道がせまい夜暗い

バスがない（大滝）

みせがすくない

電車のねだんが
高い。多賀の

暗い

救急車が遅すぎる

近くに店がない

バス停に屋根がほしい
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５班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと
学校が山の上
にある

学校が山
の上

多賀中が山のう
えにある

点数が上
がらない

はかがおおい

日本語が読
めない

がいとうが
少ない

野生動物が多い。そ
のため被害がある

道がくらい
（冬）

通れない道が
ある

いんしょくてん
がすくない

多賀町にスー
パーがない

みせがすくな
い

さるがお
おい

猿などの野生動
物が多い

コンビニがすく
ない

えま通りのライト
が多すぎる

６班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと

びん満寺、街灯少
ないから危ない

すてねこ
が多い

近くにスー
パーがない

スーパーが
近くにない

買い物に行くの
に時間がかかる

道が整備され
ていない

サルやシカがよ
くいる。危ない

街灯が少ない道がせまい

物価が高い。生活
必需品が買えない

虫多いさる多い

近くにスーパーが
ない

がいとうが
少ない

野生動物が畑
をあらす

塾まで遠い

店が少なく買い
物ができない

暴走族うる
さい

森しかない

田んぼしか
ない

税金が高い。手元に残
るお金が少ない

遊ぶ所が少
ない

電車、バスが
あまりない

車、バスなどをつ
かってスーパーにい
かなければいけない

バスとか電車
が少ない

道ガタガタ
している

森林多い

カメムシがせん
たくものにつく

近江鉄道の電車が
少ない

近くに塾がない 受験

点数が上がら
ない

部活が少ない点数が上がらない

中学校が遠い

習い事に行きたい時に自
転車と車しかいけない
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７班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと

人間かん
けい

近隣関係なし（関わらない）
or複雑ない

街灯が少ない
夜中不便

子どもが少ない 人が少ない

夜バイクの音
が大きい

高齢化

商業があまり発達してない

少子化

学校の坂が長い

暴走族の騒音

夜暗い
ライトがない

虫が多い

夜中のバイクの音
が煩い

交通機関が不十分
Ex)バスの本数少ない

夜間のバイク

病院がない

外灯が少ない

道路が狭い

近江鉄道の
便の悪さ

道路（歩道）をさえ
ぎる自転車が多い

過疎化

道路ぼこぼこ

大学がない

路面整備を歩道も
しっかりしてほしい

バイクコール
うるさい

高校がない

ゆうぐが少ない

８班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと

勉強

勉強に集中
できない

時間割にねる時間を
追加する

花粉症がひどい

エアコンついか芝生がスパイク禁止

サッカーゴールをかってほしい
人工しばにしてほしい

にんじんたべれる
ようになりたい

体育館にエア
コンがほしい

道につぶれた柿が
おちてるきたない

畑を動物が
食べる！

鹿と猿のうんこがいっぱい
でこまる

騒音 さるが多い

観光スポットが
少ない

スーパーが近
くにない

店が少ない

畑のにおいがくさい

学校が山の上 遊び場がない

サッカーコート
バスケットコート

ゲーセン

近くにお店が
ない！

ショッピングモールやスー
パーが欲しい。お店が少ない

料理店をふやして
ほしい

公共のごみ
箱がない

信号の音がなら
ない

人工しば

歩道がせまい

どこでさわいでも
近所迷惑になる

バスの便が
少ない

トラックがよく通る
から音が大きい
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10班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと

多賀駅をJRにして
ほしい

象にお金を
使わないで

スケボーする
所が少ない

多賀中きたない 学校がきたない 自然多すぎ

やくだつものにお金
をつかってほしい

こうつうきかん
がすくない

遊ぶ場所を増
やしてほしい

バスが来ない 交通機関が少ない

歩道がないと
ころがある

虫多い

電車がこない

体育館が少なくて他の
市と取り合いになる

電車が高い

あきやが多い建物がボロい道がボコボコ

畑が多い さるがおおい

遊びばが少な
い

９班

自分・周りの困りごと 誰かの困りごと
バリアフリー
がない

あそぶとこ
ろが少ない

チャリせまい
大きくしてほしい

遊ぶ場所をふ
やしてほしい

ポイすて多い

芝生がスパイ
ク禁止

道路で遊ぶ子
供危ない！

学校が遠い

学校が山の上
にある

学校を山いがいに
たててほしい

学校の坂が
きつい

学校の坂が
しんどい

坂をひくく
してほしい

おかわり自由にし
てほしい（学校）

ガタガタの道

道で遊ぶ子供の声
が大きすぎる

スケボーすると
ころが少ない

道路がボコボコ

畑にボールが
おちて困る

近江鉄道高すぎ近江鉄道高い

車の死角になる
ところが多い

近くにかいものできるところ
がないから高齢者がたいへん

車がとおるところがはげ
しいからみんなあぶない

公園の場所
が悪い

お金のつかいどころ
がよく分からない

ゲートボー
ルが長い

道で自転車並走

ポイすて
が多い

雑草の管理
が不十分

奥のほうの
木の管理

買い物
に不便

野焼き
が多い

けむりでおじいさんが
なくなるかもしれない

畑で何かを焼いてい
て、けむたい

多賀祭りのときの人たち
がポイすてしてて困る

フェンスがすくな
いからあぶない

歩道がせまくておじ
いさんがかわいそう

信号長い

田舎のところは、
ほんまにいなか

図書館
遠い

大きい病
院ない

歩道の草

トイレのスリッパがない

役場近くの坂でへこみ
にはまってパンクした

家の所まで雪どけ
に来てくれない

歩道がせまいのに車がと
まっているときがある

近いところに
スーパーがない

歩道がせまい

多賀祭りのゴミのボラ
ンティアもっとふやす

ガチャコンひ
んど低い
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交通手段が限られている

買い物をするのが難しい

ポイ捨てが多い

夜、バイクの音
がうるさい

整備が不十分な場所
が多い

街灯が少なく、道が暗い

野生動物が多いため
被害がある

象にお金使わないで

学校の階段が長くて
しんどい

歩道がせまい

過疎・少子高齢化

遊ぶところが少ない

移動手段がない方にとって、
日常の買い物が不便

歩道や道路で整備が行き届い
ていない個所が多い 危険

歩道等にごみが捨てられてい
るため、不衛生

中学校や、それ以外の階段等
で、距離がある場所は大変

第１回とりまとめ（２日目スライド） 

２日目検討のための４つの問題 

４つの問題について出来ることを検討 
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移動手段がない方にとって日常の買い物が不便

２班

自分ができることだれに

荷物を持ってあげる高齢者

一緒に買い物に行く障がい者

みんなでできることだれに

分担して買い物高齢者
障がい者

無料で届ける生活困窮者

大人とできることだれに

レンタルバイク町民

社協の取組

ふれあい食堂

協力してできること

月に１、２回開いて、町民のみんなと
ふれあう

歩道等にごみが捨てられているため不衛生

１班

自分ができることだれに

ゴミ箱のある場所をポス
ターを使って知ってもらう

町民

ポスターには英語を使って
もらう

外国人

ゴミを拾う町民

みんなでできることだれに

ゴミ箱をいっぱい設置する町民

みんなでゴミひろいのボラ
ンティアをする

町民

ポスターで知らせる町民

大人とできることだれに

ゴミ箱の設置をする町民

ゴミはゴミ箱に捨てるよう
に教えてあげる

小学生

ゴミ箱に捨ててもらうため
に英語で書く

外国人

社協の取組

総合相談

協力してできること

ポスターをはれるところをきいて町に
はってみる

自分たちにできること（２日目） 
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歩道等にごみが捨てられているため不衛生

４班

自分ができることだれに

ゴミを見つけたら拾うよう
にする

すべての
町民

・自分がゴミを出さない
・ちゃんとゴミ箱に捨てる

町民

お手伝いする高齢者
障がい者

みんなでできることだれに

環境保全ボランティアでご
み拾いをする

すべての
町民

ＳＤＧｓの意識づけに繋が
るポスターを作成する

町民

ゴミを捨てないように呼び
かける

町民

大人とできることだれに

ゴミ箱を設置する町民

署名を集めて条例の制定の
願いをする

町民

ＳＤＧｓのイベントを多賀
町でする

学生

社協の取組

ふれあい食堂

協力してできること

ふれあい食堂へ行き食について学ぶ

有線やＳＮＳでの発信

中学校やそれ以外の階段等で、距離がある場所は大変

３班

自分ができることだれに

荷物を持ってあげる高齢者

階段のじゃまなものを
どける

みんな

手をもってあげる目が見え
ない人

みんなでできることだれに

階段等を掃除するすべての
町民

声をかける車イスの
人

荷物をもったりする妊婦さん

大人とできることだれに

車いすの人が登りやすいよ
うにスロープをつける

車いすの
人

手すりをつける高齢者

登りやすいようにする子ども

社協の取組

ほっとママ

協力してできること

「ほっとママ」の活動を知らせる

ボランティアに参加する
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歩道等にごみが捨てられているため不衛生

６班

自分ができることだれに

ポイ捨てをしない
している人いたら

注意をする

町民

必要なものだけかう
使い捨てのものを使わない

ごみ出しを手伝ってあげる高齢者

みんなでできることだれに

外国人が読める英語で
ポスターを作る

外国人

点字ブロックにゴミを
置かないように呼びかける

障がい者

ポイ捨てをすることで、
どのようなことに

つながるのか授業する

小学生

大人とできることだれに

ポイ捨て禁止の条例を
つくる

町民

ポイ捨てについて知る
イベントを開く

子ども

ごみ拾いのイベントを開く町民

社協の取組

手紙でつながろうプロジェクト

協力してできること

小学生だけじゃなく中学生や
町民のみんなにもかいてもらう

移動手段がない方にとって日常の買い物が不便

５班

自分ができることだれに

一緒に買い物に行って
あげる

子ども

宅配サービスの実現を
たのむ

すべての
住民

自転車の乗り方を教える子ども

みんなでできることだれに

車が運転できる人が何人か
を車にのせていく

高齢者

どこで何がほしいかきき
行動に移す

子ども

バス停の場所や駅の場所を
教える

外国人

大人とできることだれに

自分たちが物を買ってきて、
高齢者のみなさんにあげる

高齢者

日本語がわからないから
自分たちが教えて、公きょ
うののりものにのせる

外国人

一ヵ月に一度物をあげる生活困窮
者

社協の取組

ふれあい食堂

協力してできること

ボランティアで取組に参加する
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歩道や道路で整備が行き届いていない個所が多い

７班

自分ができることだれに

ポールやガードレールを壊さないようにす
る。危ない場所は、報告、共有する。

住民

道を優先する
→横断歩道で優先する。

具体的に細い道で自転車にのっていたら、
妊婦さんの近くでは降りる。

妊婦さん

危ない場所に行きそうな高齢者の方に会っ
たら、大きな声で呼び止める。

高齢者の方

みんなでできることだれに

町の中で危険となるであろう場所をクラス
内で共有してリストにまとめたり、学年や
他学年に呼びかけたり風の噂にして広げて

みる。
→危険性のある場所をみんなに認知しても
らうことで地域的な解決の第一歩になる。

学校の人々及び
町人

請願権の行使で町議会へ話を入れる。その
ための原案を作ったりする。

→「三人寄ればもんじゅの知恵」ともいい
ますし同じ考えの人で作って請願してみる。

町人

公共の物（ガードレール、ポール）など大
事に扱うことを呼びかける。

→皆に意識してもらうことでそもそも整備
する必要性を減らす。

町人

大人と出来ることだれに

横断歩道での立ち当番を定期的に行う子ども

標識を英語圏の人でも分かるようなものに
する（「ここの道は危ない」「注意」など

注意を促すような表示をつくる）

外国人

持続可能な安全な歩道を整備する町民

社協の取組

手紙でつながろうプロジェクト

協力してできること

小学生に限らず、園児や中学生からも手紙を送る。

手紙を直接（自分たちの手で）渡しに行く。（届ける）

若手が積極的に活動することで、道路の不整備も補える。

高齢者に
大きな声で
話す

妊婦さんに
道を優先
する

障がい者
車いすを寄
付する

全ての町民
歩道橋をつ
くる

外国人のた
めの英語ひょ
うきのかんば
んをつくる

生活困窮者のため
の最低限の生活
用品のはいふをす
る

中学校やそれ以外の階段等で距離がある場所は大変

８班

自分ができることだれに

車いすの人がいたら
車いすを持つ

障がい者

荷物を持つ高齢者

荷物を持つ妊婦

みんなでできることだれに

グリコしながら階段のぼる学生

エスカレーターを作る（町民）
高齢者

元気よく向かえる外国人

大人とできることだれに

スクールバスを
いっぱい出す

学生

スロープや手すりを
つけてもらう

高齢者

バスが通るエリアを
増やしてもらう

ウーバーイーツ来てもらう

みんな

社協の取組

ふれあい食堂

協力してできること

自分たちで野菜を育ててわたす

自分たちとふれあう時間をつくる
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歩道や道路で整備が行き届いていない個所が多い

10班

自分ができることだれに

道案内（安全な道）外国人

手伝う
車イスの人に声をかける

障害者

みんなでできることだれに

危険を知らせるポスターを
作る

町民

危険な場所がわかるような
地図を作る

みんな

大人と出来ることだれに

危険な場所を話し合う町民

なおしてもらう町民

社協の取組

無料相談

協力してできること

チラシにして町民に配る

アンケートにする

移動手段がない方にとって日常の買い物が不便

９班

自分ができることだれに

役場に移動販売や届ける
サービスなどができないか

相談する

みんな

役場に一緒に買い物へ行く人
をみつけて、その人達に車を

出せないか、言ってみる

高齢者
障がい者

一緒に買い物に行く町民

みんなでできることだれに

オンラインショッピングの
やり方を教える

高齢者

代わりに買いにいって
あげる

町民

買い物をしているときに
荷物を持って少しでも

楽にしてあげる

妊婦

大人とできることだれに

近くに店をつくってほしいと
報告しに行く（歩ける範囲）

町

渋滞が起こりやすい場所を
改善できるように伝えに行く

役場

移動式の店をつくる
その人の近くに来てうる

でみせ

住民

社協の取組

ふれあい食堂

協力してできること

季節に応じたかざりつけをする

みんなが楽しめるようなことを
きかくする
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②町民ワークショップ 
【ワークショップの内容】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ステップ１ 多賀町における課題や困りごとを考える 

○多賀町で暮らす中で感じる、「困っていること」「地域の課題となっていること」はどのよう
なことか考える。 

 
 
 
 
 
 

ステップ２ 「みんなが笑顔になれる地域」になるための解決策を考える 

○チームで考えた「困りごと・課題」に対し、それを解決していくためにはどうしたら良いか、
「困りごと・課題」に対する解決に向けた手法を具体的に考える。 

 
 
 
 
 

 

  

町民ワークショップのテーマ 

担い手づくり 

参画へのきっかけづくり 

つながりづくり（ネットワーク） 

支えあいの意識づくり 

課題の多様化・複雑化 

必要なもの・活用できるもの 

笑顔になれる地域とは 

解決するべき課題 

みんなが笑顔になれる

地域づくり 

多賀町における様々な課題 

 チームで 
共有 

まずは 
個人で 

チームで 
検討 

解決に向けた手法（解決策）を考える視点 

★自分たちでできること・意識すること 

★社協と一緒にできること・社協の取り組みに＋αすること 

★町にある資源（施設やイベント、人）を活かす方法 等 
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ゴミ
１人暮らしでゴミ出しができな
いとき（体調不良などで）

１班 課題

村の人口減少

村の中で人と
出会うことが
少ない

コロナが始まって
地域のつながりが
減って来た

困り事の相談も
個人情報でわか
らない返答して
くれない

コロナの時から
字の行事がなく
なって、交流が
少なくなった

緊急の時の連絡先
（役員さんのいな
いとき、休日）

若い担い手が少な
く、高齢者ばかり
になっている

習い事をするところがない
（働いている年代の）

村の担い手
不足

交流・人口減
村の金銭負担が
大変

老人世帯が多く、
生活が大変

担い手

街灯が少ない
（暗い）

環境

村の前の国道横
断が危ない

子どもが少
なく 活気
がない

子どもが近くにい
ないので、寂しい

子ども
子ども ドーナツ
化している 中心
部に全くいない

動物が作った物を
一番先に食べて自
分が食べられない
作る楽しみがなく
なった

獣害
イノシシ、サル
が出てきて、作
物が食べられ作
る楽しみがなく
なってきた

村の奉仕作業
が重荷になる

若い世代との交
流少ない

移動手段（あい
のりの停留所）

電車やバスの便が悪い
車を運転できない人が困る

移動

病院に行くのが
大変

観光客がもう少
し来てほしい

観光
環境客が
少ない

雪
雪が降り続ける
と除雪が大変

老人が多くて雪かき
や雪下ろしが大変

雪が多い 除雪
してもらえない

多賀町でも店舗数
が年々減っていく
買い物に困る

買い物が
不便

食料品を買うお店がない

買い物するとこ
ろ（スーパー
等）が少ない

買い物に出
られない
車の運転が
できない

買い物
買い物は彦根
まで行かない
といけない

買い物（高齢の
方）スーパーが
遠い

ゴミが捨て
られていく

１班 解決策

解決策課題

・買い物の楽しみをする機会

・買い物バスが字まで来てくれない 自分の目

で見て買いたい

・お買物支援（一緒に行く）

・お惣菜を売るお店＋届けてくれる仕組み

・スーパーをつくる

・町は消極的

・土地の提供（良い立地）

・好条件を提示し出店するスーパーを町が応援

する
・生協等の配達を利用する

・多賀町にスーパーが来てほしい

・補助金を出してもスーパーを作ってほしい

・多賀町内にスーパーができるとよい

・移動スーパーの充実を町が助成する

・スーパーができる（移動）各字回ってくれる

・スーパーの車を町で各字まで巡回する

・移動販売車＋個体のスーパー

買い物

解決策課題

・ボランティアさんをこしらえてほしい

（ゴミ出し、雪解け、買い物、粗大ごみ）

・買い物ボランティア

・安否確認してほしい

・命のバトン 独自の連絡網

・家にこもっている人に声がけボランティア

・独居の方 夫婦世帯（閉じこもっている人）

安否確認

・近所でお互いに見守り

ボラン
ティア

担い手

解決策課題

・字で交流の場、行事を作ってほしい

・字内で集える場所の提供とお手伝い

・他の字とサロンの交流

・サロンに、老人会に参加できる方策を！

・子どもを増やす方法を考える 青年、若者が

住む多賀町

交流
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２班 課題

買い物
町内にお店がなく車が
ない高齢者は大変（あ
いのりタクシー等）

買い物が遠い

買い物ができ
るお店が少な
い

買い物ができる
お店が少ない

多賀の良さの発
掘→移住

旧住宅地と新
住宅地との交
わり 考えの
違いが難しい

コミュニティー交流の
場が減った→場があっ
ても知らない・埋もれ
ている→情報発信不足

獣害（サル、イ
ノシシ、シカ）

居住環境

退職後の生きがいづくりの場→自分が
見つけられている人は良いが、何して
良いかわからない人のために・・・

健康づくり
今は個人
ウォーキング

自宅で介護するとき
に往診してくれる医
院が少ない

いきがい

高齢者買い物
ができない

独居家庭、引き
こもりの方の対
応について

周囲とのかかわ
り方（近所でも
外出が少ない）

昔と比べて隣人との交流が少なく
なったように思う

健康寿命の維持
延長について、
どのようにした
ら良いか

字単位の運営の役
員高齢化（若者流
出）字自体の消滅
機器

若者が地元に住
まない（人口減
少）（村のしき
たりが問題か）

人口減少

区長の仕事が
多すぎる

人

災害時（夜）
の避難

農家の担い手
が少なくなる

雇用

耕作放棄地
が多い

米の価格
が低い

一次産業（林業、
農業、漁業）

仕事

保育教員不足で受
け入れ出来ない

移動手段予約
してくれなく
ても乗れる

エネルギーガソリン代

交通機関が乏しい
利便性が低い

車の運転ができなくなっ
てからの日々の食事等

駅から移動
が大変

自分時間で
除雪ない

字内の道
が坂道

交通

災害が起きた時 対策

災害

２班 解決策

解決策課題

あいのりタクシー 循環バスバスの復活

解決策課題

意識の啓もう災害

解決策課題

空き家バンク

移動販売→スクールバス活用

（ついで）（生徒）＋α

買物ができる場所が欲
しい

解決策課題

一軒ずつ独立させない退職後のいきがい

解決策課題

地元の良さ アピール Iターン
（出るのは仕方ない）

雇用が少ない

解決策課題

若い人が住みたくなる町に 不便
なところを減らす（JRほしい）

福祉面 交通面

みんなが子育て

人口減少
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こんなまちになったらいいな

２班 ふれあいの町 多賀

１班 みんなで、ながら見守りができる町づくり

【その他の意見】

・お互いのことを助け合える（気にし合える）まち

・見える農業 担い手をもっと有名にする そして応援する

・人口減の時代 字単位ではなく、町単位で物を考える

・多賀のこと 人のことを思い合える温かいまち

・一人暮らしでも安心していられる多賀であってほしい願いです

・町長、町議会と住民と交流をもっともっと増やし、住民の意見を吸い上げる町

・お互いが声掛け合える町づくり

・多賀町の良いところをどんどん発信する町になってほしい

・気軽に集まり話ができるまちづくり

・気軽に話し合える町

・みんなでながら見守りができる町
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③福祉関係者ワークショップ 

 
【ワークショップの内容】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ステップ１ 多賀町における課題を考える 

○多賀町で暮らす方が「困っていること」、多賀町として「課題となっていること」はどのよう
なことか、町民・中学生ワークショップの結果から、そして、福祉活動等を行う中で皆さん
が感じていることから、多賀町における「課題」について、具体的に考える。 

 
 
 
 
 

ステップ２ 「優先課題」に対する「取り組み」について考えて考える 

○チームで考えた「課題」に対し、取り組めることはなにか、「課題」に対する取り組みを、「今
出来る・している取り組み」「これから出来る取り組み」「社協と一緒に出来る取り組み」の
視点で具体的に考える。 

 
 
 
 
  

福祉関係者ワークショップのテーマ 

担い手づくり 

参画へのきっかけづくり 

つながりづくり（ネットワーク） 

支えあいの意識づくり 

課題の多様化・複雑化 

多賀町における様々な課題 

これから出来ること 今出来ること 

福祉関係者 

「笑顔になれる地域」に向けた課題・必要なこと 

日常に潜む困りごと・色々な人が抱える課題 中学生 

町民 

優先課題・取り組みとして進めていくこと 

 チームで 
共有 

まずは 
個人で 

１．「課題」としてグループ化した項目として、チームで検討する「優先的に取り組んでい

くべき課題」を２つ選択。 

２．それぞれの「優先課題」に対して取り組めること・取り組んだ方が良いと思うことを

考える。 
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  １班 取り組み

優先課題①：雪

今出来る
している

これから出来る
出来たらいいな

社協と一緒に

地区の雪
かき隊

ご近所の高齢世帯
への声掛け（除雪
できますか）

除雪はけっこう負担
無償ではむずかしい
字の費用で少しは補助いる

各団体とつながり
を密にする

ボランティア団体
を増やす（団体を
知る）

ボランティア
の募集

中学生ボラ
ンティア

雪解け機を各字に
配布（使いやすい
小型のもの）

除雪の機械を持ってい
る人と（土木業）とつ
ながる どこを除雪し
てもらうか字で決める

雪かきのコツを知りたい
ボランティア養成講座
雪かき道場

雪解け業者
を設置する

近所の人が雪解け
をすると決める

除雪ボラン
ティアを募る

ボランティア
養成講座

どこに雪かきが必要と
しているか集約

ボランティア
養成講座

ボランティ
ア募集

１班 課題

雪が多い
ので除雪

除雪

雪
道に出るまでの
細道の雪解け

雪が多い

動物が多い

獣害
自然動物園
になってい
る（サル多
い）

サル、狸等
が奥出てく
る

多賀大社という素晴らしいも
のがあるにもかかわらず観光
人口が少ないのではないか

自然が多いが活
用されていない

観光
特定検診を受けたい
方がいる

健康

高血圧の人
が多い

福祉保健課や社協に来たことがな
い、知らない方がおられる（つな
がりたくない方がいる）

町全体が
高齢化

高齢者の
ゴミ出し

高齢者

ボランティア
団が少ない

バスの運転手
の高齢化

町・Drの高齢

保育園に入れない

子ども
急な子どもの
預け先がない

乳幼児の午後の室
内のあそびがない

土・日・祝・
夜間に子ども
とどこに行こ
うかと考えて
しまう

早くから保育園
に預けるので、
１～３歳家庭保
育している人の
行き場楽しみが
ない

地域とのつながり

ワークショップやイベント
で見る顔ぶれがいつも同じ

地域デビューつな
がるきっかけが少
ない

もっと地域多賀の
人になるきっかけ
がほしい

交通手段がない

移動

交通手段が少ない

土・日・祝・移動
手段について

移動手段
が少ない

見通しの悪い
ところがある

外灯が少ない

外灯見通し

夜道が暗い

人口が少ない分、地域、多賀の中
で同じ境遇の人が少ない

その他

買物するお
店が少ない

お店が少ない

買物する場
所が少ない

買物にいくまでの時
間がかかるので移動
買い物カーがほしい

買物

買物するとこ
ろが少ない

今はあいのりタ
クシーで行って
くる

買物不便
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２班 課題

除雪

雪の時「雪かき」ができない家、例え
ば高齢の一人暮らし（二人とも高齢
も）福祉会のスタッフも高齢化してい
るし、まず自分の家のことでヘロヘロ。
字で一応福祉部長に連絡していること
になっているが、勤め人なので・・。

災害
災害対策特に除雪

例えば台風の時「心配な方は公民会へ
避難してください」とアナウンスがあ
るが、ただカギをあけるだけの現状に
対してどんな備蓄品を置いたら良いか
考えていかないと・・・うちの字では
何もやっていないので心配です

人手不足少子高齢化

後継者
どこの団体さんも同じ悩みを抱
えていることと思うが「やって
くれる人」を探す方法

・福祉会スタッフ
・日赤スタッフ
・字の役

環境

子どもたちがいつでも集
まって遊べるように地域
でもできるといいな

障がいのある方への関
わり・接し方

自由に利用でき
る福祉サービス

お医者さんがもう少し
いてもらえると安心

受診等の送迎

医療

地域医療・後
継者

体操教室が地
域できるとい
いなぁ

見守り・独
居者

気楽に集える場所
（サロンのような）
があればうれしい

高齢化

限界集落がちらほら
独居・支援者遠方

高齢者世帯が
多くなってい
る

これから年をとっ
たらどうしよう
（ひとりで・・）

食料品等を購入でき
るスーパーがほしい

買物
冬季・山・高齢者
世帯・買い物（食
料）外出が困難

高齢者の買い
物・病院

買物をする場所
がない・遠い

買物に行ける店が
（生活の）少ない

すぐに買い物が
できるお店が
あったらいいな

買物するところ
が少ない

周りに空き家が
増えてきた

空き家
空き家多くなっ
ている

車がないと
動けない

山手まで送迎OKな
通所リハビリテー
ション施設がない

移動手段

山間部の
交通事情

交通手段が
ない・不便

外出支援

愛のりの停留所が遠
い・待つ場所が危険

慣れないと予約方法が
むずかしい

歩道整備（段
差等・無いと
ころ）

１班 取り組み

優先課題②：移動買い物

今出来る
している

これから出来る
出来たらいいな

社協と一緒に

ご近所さんに頼む
ついでに買い物

車にのれなくなる前
からあいのりタク
シーを使ってみる

あいのりタク
シー

定期で買い物に行くタ
クシー・バスを出す

買物ツアー（乗合
車を利用して店舗
へ送迎する）

買物ボラ
ンティア

キッチンカーで
作った安価なお
惣菜をうる

キッチンカー

移動食堂車両の貸
し出し

町内の業者さんが移動販売
をできるようにする（費用
負担は行政または社協）

わかりやす
い注文方法
の宅配

移動販売
車の稼働

平和堂ホーム
サポートを
使ってみる

福祉車両
の活用
（日中）

移動カー（食
品等販売）

車両の貸
し出し

運転手・買い物付き
添いのボランティ
ア・協力者の募集

買物ツアー

買物する方法を広報
する→生協・ホーム
サポート・ネット等
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２班 取り組み

優先課題②：医療

今出来る
している

これから出来る
出来たらいいな

社協と一緒に

現在の医療機
関（２か所）

大辻医院限られた方へ往診
送迎バスなくなる・・？

地域に２か所ある

後継者の
確保育成

クリニックモー
ルがあれば良い

訪問診療ができる
ドクターを増やす

クリニックモール
（医療集合エリア）
あるといいなぁ

総合病院クリ
ニックモール

クリニッ
クモール

往診してもらえ
るとうれしいな

往診して
ほしい

整形専門医
きてほしい

特に整形が
ほしいなぁ

在宅医療を充実総合病院

薬局ができるもしく
は院内処方でも一包
化してもらえれば

２班 取り組み

優先課題①：買物

今出来る
している

これから出来る
出来たらいいな

社協と一緒に

スーパーが
ほしい

スーパー等の
誘致

ドラッグストア・
スーパーを誘致する

スーパー

全域に買い物支援
or移動販売

買物ツアー愛のりタ
クシー利用

移動販売

買物支援カー
の充実

移動スーパー

移動スーパー
全地域

門前市

月・水・土

移動スーパーを利用
している（土曜限定
（一休豆腐さん））

買物支援カー（協力
隊）して下さっている

週１回移動
サービスあり

配達

生協

一休他
一部の方への
買い物支援

ふれあいタクシー
を利用されている

一部の地域一
休庵かわぎし
屋移動販売

大滝協力隊
買い物へ

買い物ボラン
ティア

ボランティアさん
運転手さん
買物つきそい
いてもらえるとうれしい
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３班 取り組み

優先課題①：買物

今出来る・している
これから出来る・出来たらいいな

社協と一緒に

企業との
折衝

平和堂
の誘致

ウーバーイーツ
（多賀町版）

移動販売

商業施設
の誘致

買物デイサー
ビス開催

スクールバス
を活用

バスで移動→結の森の活用→
買物スペースコンビニetc出
張→相談カフェ→一日過ごす
→スクールバスで帰る

アウトレット
誘致

買物支援

多賀の魅
力発信

社協
のPR

社協の宣
伝不足

高島市が進
んでいる

持続可能
な施策

施設の有
効活用

空き施設を民
間委託誘致

どういう活動をして
いるのか（社協）

職員を
増やす

公共施設
の活用

住民の意
識向上

普段からの
つながり

人との付
き合い方

時代に合わ
せた取組

家族のつ
ながり

近所に頼
みづらい

ＳＮＳ
の発信

昔の付き合
いが難しい

地域の関
わり

３班 課題

食料品の買い物
できる所が町内
にすくない

大型スーパー

買物がしやすい

買物
町内にスー
パーがない

お店（量販店）がない

高齢化に伴い近くの店が閉
まって、買い物できない

独居となっても安心
して暮らせる支援

関わり

共生社会の実現→
自分自身を知って
もらう

近隣住民に対して無関心→一人暮らしの人
を把握ができていない→お隣同士の関係

敷居が高い（気軽に
相談できない）相談
先がわからない）

その他

人口（住民増）
→福祉の充実

高齢者

免許返納後の支援

年金で安心して暮らせる支援
年金額をあげてほしい

山間部が
高齢化

空き家の活用→移住
→受け入れ困難

個人情報の取り扱い・
情報開示→近所の付き
合い方・災害時等

世代間交流の機会
がない→知らない
人→警戒心が強い

若い世代が住み続
けることが難しい

買物に行けない
交通手段がない

買い物する店がすくない

トラック
が怖い

移動手段が車ぐら
いしかない

交通手段が
とぼしい

道路・交通
近江鉄道が利用し
づらい（車いす）

交通の便

山間地の公共機関

交通の便
が悪い

他の市町の方には
山間部というイ
メージが強い

雪が多い（特に
山間部）

通学路の整備（川
沿いの歩道に策が
ない箇所がある）

一本道が多く特に
山間部は迂回して
いけない

配食サービスの業
者が少ない

買物がリハビリ

出かける目的になる

高校がない

事業所

病院が少ない

介護事業所
が少ない

介護・医療→気楽に相談で
きる場はあっても知らない
→一人で悩んでいる

病院が少ない
（医療機関）

医療関係の充実

自宅での看取りを

保育士不足で待
機児童がいる

ケアマネに処遇
改善がつかない

一人暮らし訪問

他の施設との交流
や共有が少ない

他の市町の応報
が入りにくい

職員ぎょうせい
とのパイプ社協

PR不足

気軽に話せるカフェ相談するのに勇
気がいる

観光客が少ない
もっときてもらいたい
町は可能性がある

観光

地域性が活かし
きれていない

30名程度が食事でき
る場所・食堂
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３班 取り組み

優先課題②：相談関わり

社協と一緒に
今出来る・している

これから出来る・出来たらいいな

高齢者に合
わせた方法

手続きが
難しい

独居高齢
者支援

誘い合い高齢者相談

電話一本
で訪問

日頃からのご近所と
のかかわりを大切に

将来の手続き
マイナンバー

一歩を踏み出す出
会いを大切にする

PR・広告
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（３）第２期計画の評価結果 

①評価の方法 

評価にあたっては、３つの評価基準（「計画通り実施＝10 点」「一部実施＝５点」「未実施＝

０点」）で点数化しています。 

さらに、基本目標や主な取り組みといった、より上位の枠組みで平均値を算出し、計画全体

の進捗評価を行いました。（※平均値が高いほど良い評価となる） 

 

【第２期計画 計画体系】 

基本目標 主な取り組み 事業数 

基本目標１ 

地域福祉の推進に向け

た多様な担い手づくり 

（１）福祉の意識啓発と地域ぐるみの福祉教育の推進 ２ 

（２）地域を支える担い手の拡大、連携強化とリーダー
の育成 

７ 

基本目標２ 

地域での暮らしを支え

る体制づくり 

（１）交流の場・居場所づくり ３ 

（２）地域の暮らしを支えるネットワークづくり ４ 

（３）地域が主体となる生活支援の推進 ３ 

基本目標３ 

安心の地域づくり 

（１）地域ぐるみの防災活動の推進 ４ 

（２）権利擁護の推進 ４ 

（３）情報提供・相談支援 ４ 

（４）社会福祉協議会の経営基盤強化 ３ 

 

②計画全体、基本目標、主な取り組みごとの進捗評価結果 

評価対象 平均値 

計画全体 5.00 点 

基本目標１ 地域福祉の推進に向けた多様な担い手づくり 2.78 点 

基本目標２ 地域での暮らしを支える体制づくり 5.50 点 

基本目標３ 安心の地域づくり 6.00 点 

 

○計画全体の評価の平均値は 5.00 点となっており、全 34 事業中、評価が「計画通り実施」とな

った事業は８事業、「一部実施」は 18 事業、「未実施」は８事業となっています。 

○基本目標ごとの評価は、「基本目標３ 安心の地域づくり」が 6.00 点と最も評価が高く、次い

で「基本目標２ 地域での暮らしを支える体制づくり」が 5.50 点となっており、計画全体の

評価よりも高くなっているのに対し、「基本目標１ 地域福祉の推進に向けた多様な担い手づ

くり」が 2.78 点と計画全体の評価よりも低くなっています。  
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＜基本目標ごとの評価＞ 

○基本目標ごとに事業の評価の割合をみると、「基本目標２」「基本目標３」はいずれも８～９割

程度の事業が「計画通り実施」または「一部実施」となっているのに対し、「基本目標１」では

５割程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な取り組みごとの評価＞ 

○主な取り組みごとの評価結果をみると、「3-⑴地域ぐるみの防災活動の推進」「1-⑵地域を支え

る担い手の拡大、連携強化とリーダーの育成」「1-⑴福祉の意識啓発と地域ぐるみの福祉教育

の推進」は、計画全体の評価よりも低い平均点となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

30.0%

33.3%

23.5%

55.6%

50.0%

53.3%

52.9%

44.4%

20.0%

13.3%

23.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

基本目標１ 地域福祉の推進に向けた

多様な担い手づくり

基本目標２ 地域での暮らしを支える

体制づくり

基本目標３ 安心の地域づくり

●計画全体

計画通り実施 一部実施 未実施

8.75

6.25

6.25

5.00

5.00

5.00

3.75

2.86

2.50

0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点

3-⑶情報提供・相談支援

2-⑵地域の暮らしを支えるネットワークづくり

3-⑵権利擁護の推進

2-⑴交流の場・居場所づくり

2-⑶地域が主体となる生活支援の推進

3-⑷社会福祉協議会の経営基盤強化

3-⑴地域ぐるみの防災活動の推進

1-⑵地域を支える担い手の拡大、連携強化と

リーダーの育成

1-⑴福祉の意識啓発と地域ぐるみの福祉教育の

推進

計画全体 

平均点 

5.00 点 
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